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日本農芸化学会中四国支部創立10周年記念 第30回講演会（岡山）

11：00～12：00　役員会　　小会議室  （Ａ棟２階）
12：00～12：50　評議員会　B33講義室（Ｂ棟３階）

13：00　受賞講演
　　Ａ会場（A32講義室）
　　「ゴマの生産するプレニルキノン類に関する生物有機化学的研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古本敏夫（香川大農学部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：川浪康弘（香川大農学部）

　　Ｂ会場（A34講義室）
　　「酢酸の代謝と酢酸が脂質代謝に及ぼす影響に関する研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下広美（岡山県立大保健福祉学部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：辻　英明（岡山県立大保健福祉学部）

13：30 ～ 15：30　一般講演
　　Ａ会場（A32講義室），Ｂ会場（A34講義室），Ｃ会場（A36講義室），Ｄ会場（A37講義室）

支部創立10周年記念　第14回市民フォーラム
「未来を拓く農芸化学」－生命・食糧・環境－

会　　場：　一般教育棟A21講義室（Ａ棟２階）

16：00 ～ 16：05　開会の挨拶　　岡山大学大学院自然科学研究科教授　　　稲垣賢二
16：05 ～ 16：35　古くて新しい微生物「酵母」の話　　広島大学名誉教授　宮川都吉
16：35 ～ 17：05　フェロモンの話　　東京大学名誉教授，東洋合成／理研　森　謙治
17：15 ～ 17：45　暮らしに役立つ微生物の話　　日本農芸化学会前会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　京都学園大／東レ先端研　清水　昌
17：45 ～ 17：50　閉会の挨拶　　岡山大学大学院自然科学研究科教授　　　神崎　浩

※市民フォーラム終了後，祝賀会場（岡山ロイヤルホテル）行きのマイクロバスが出ます。
　マイクロバス出発時刻　17：50，18：00，18：10

　　　　  支部創立10周年記念祝賀会

開催時間：　18：30 ～ 21：00　
会　　場：　岡山ロイヤルホテル２階　光楽の間
　　　　　　〒700-0028　岡山市北区絵図町2-4　TEL086-255-1111
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一般講演プログラム
Ａ会場（有機化学・天然物・植物）

　座長　地阪光生（島根大・生資科），増田俊哉（徳島大院・総合）
Ａ−１ 13:30 自己防御物質クリマコストールの生物活性に関する研究
  ○大谷恭子1，粳間由幸1，野嶋夕起子1，臼杵克之助2，飯尾英夫2

  （1米子高専・物質，2阪市大院・理）
Ａ−２ 13:42 クリックケミストリーを利用した新規抗癌剤の合成
  ○枝谷麻里絵1，粳間由幸1，中光浩誠1，大井博己2，矢野重信2

  （1米子高専，2京大院）
Ａ−３ 13:54 反応生成物解析によるロスマリン酸の抗酸化反応機構の解明
  ○藤本　彩，増田俊哉
  （徳島大院・総合）
Ａ−４ 14:06 植物生長抑制作用を有するＤ−アロース誘導体の構造活性相関研究
  ○柳田　亮，橋谷矩史，川浪康弘
  （香川大・農）
Ａ−５ 14:18 アオウキクサ151株の新規リポキシゲナーゼ
  ○逸見奈々 1，岡　貴憲1，長谷川よしの1，Veronica Sanda Chedea1，西村浩二2，
  長屋　敦1，横田一成1，地阪光生1

  （1島根大・生資科，2島根大・総科研支セ）

　座長　江坂宗春（広島大院・生物圏），村田芳行（岡山大院・自然科学）
Ａ−６ 14:30 Involvement of MAP kinases in MeJA-induced stomatal closure in Arabidopsis

  ○Mohammad Abdus Salam1, Mohammad Anowar Hossain1, Fabien Jammes2, Yoshimasa 

Nakamura1, Izumi C. Mori3, June Ming Kwak2, Yoshiyuki Murata1

  （1岡山大院・自然科学，2メリーランド大，3岡山大・植物研）
Ａ−７ 14:42 Methyl Jasmonate-Induced Stomatal Closure along with Intracellular Glutathione in 

Arabidopsis

  ○Nasima Akter1, Muhammad Abdus Sobahan1, Misugi Uraji1, Yoshimasa Nakamura1, 

Izumi C. Mori2, Yoshiyuki Murata1

  （1岡山大院・自然科学，2岡山大・植物研）
Ａ−８ 14:54 Involvement of cADPR and cGMP in Methyl Jasmonate Signaling in Arabidopsis Guard 

Cells

  ○Mohammad Anowar Hossain1, Shintaro Munemasa1, Yoshimasa Nakamura1, Izumi C. 

Mori2, Yoshiyuki Murata1

  （1岡山大院・自然科学，2岡山大・植物研）
Ａ−９ 15:06 トマトのガラクツロン酸レダクターゼの発現とアスコルビン酸生合成
  ○近藤隆之1，稲田周平2，坂本真吾2，藤川愉吉2，江坂宗春2

  （1広島大・生物生産，2広島大院・生物圏）
Ａ−10 15:18 15-Deoxy-Δ12,14-prostaglandin J2 attenuates inducible synthesis of prostaglandins E2 and 

F2α and rescue their suppressive effects on adipogenesis program in preadipocytes

  ○Mohammad Sharifur Rahman1,2, Abu Asad Chowdhury1,2, Pinky Karim Syeda1,2, Kohji 

Nishimura2,3, Mitsuo Jisaka1,2, Tsutomu Nagaya1, Fumiaki Shono4, Kazushige Yokota1,2

  （1島根大・生命工，2鳥取大院・連農，3島根大・総研セ，4徳島文理大・薬）
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Ａ−11 15:30 Preparation of a monoclonal antibody specific for Δ12-prostaglandin J2, a pro-

adipogenic prostanoid, and development of an immunological assay for its 

quantification

  ○Pinky Karim Syeda1,2, Mohammad Sharifur Rahman1,2, Mohammad Salim Hossain1,2, 

Kohji Nishimura2,3, Mitsuo Jisaka1,2, Tsutomu Nagaya1, Fumiaki Shono4, Kazushige 

Yokota1,2

  （1島根大・生命工，2鳥取大院・連農，3島根大・総研セ，4徳島文理大・薬）

Ｂ会場（食品）

　座長　岸田太郎（愛媛大），矢中規之（広島大院・生物圏科学）
Ｂ−１ 13:30 リン酸架橋デンプンの消化性
  ○内田乃利旭１，立部　誠２，海老原　清１

  （１愛媛大，２松谷化学）
Ｂ−２ 13:42 高ホモシステイン血症に対するベタインの影響
  ○小島侑子，水重貴文，岸田太郎，海老原清
  （愛媛大）
Ｂ−３ 13:54 伊予特産柑橘類の成分研究
  ○天倉吉章，好村守生，大内かずさ，奥山 聡，古川美子，吉田隆志
  （松山大・薬）
Ｂ−４ 14:06 Characterization of agar using SAXS and DSC

  ○Chivero Peter, Shoichi Gohtani, Shinya Ikeda

  （香川大・農）
Ｂ−５ 14:18 ビタミンB6摂取が単球・マクロファージの白色脂肪組織への浸潤に与える影響
  ○久本高央1，真田洋平2，末廣春奈2，加藤範久2，矢中規之2

  （1広島大・生物生産，2広島大院・生物圏科学）

　座長　河野 強（鳥取大・農），加藤範久（広島大院・生物圏科学）
Ｂ−６ 14:30 db/dbマウス脂肪組織における単球・マクロファージとの相互作用によって発現変動

する候補遺伝子
  ○真田洋平1，中村啓司2，末廣春奈1，久本高央2，西村英紀3，加藤範久1，矢中規之1

  （1広島大院・生物圏科学，2広島大・生物生産，3広島大院・医歯薬学）
Ｂ−７ 14:42 スダチ由来ポリフェノールsudachitinによる神経保護作用
  ○播田元輝，湯浅恵造，津嘉山正夫，辻 明彦
  （徳島大院・先端技術）
Ｂ−８ 14:54 線虫（Caenorhabditis elegans）を用いたビタミンB12欠乏と酸化ストレス障害の関連

性について
  ○三崎太平，大塚賢二，薮田行哲，河野 強，渡辺文雄
  （鳥取大・農）
Ｂ−９ 15:06 パン酵母発酵おからによるマウスに対する給餌効果
  ○前田愛梨，平木章葉，滝澤 昇
  （岡山理大・工）
Ｂ−10 15:18 食用および野生キノコ中のL−カルニチン，ベタイン類の分析
  ○藤光洋志1，前川二太郞2，森　信寛2

  （1鳥取大院・連農，2鳥取大・農）
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Ｃ会場（微生物・酵素・タンパク質）

　座長　大政健史（徳島大院・STS），原 啓文（岡山理大院・工）
Ｃ−１ 13:30 トレハロース添加による一本鎖二重特異性抗体の凝集抑制効果の検討
  ○龍澤実季，鬼塚正義，白井昭博，間世田英明，大政健史
  （徳島大院・STS）
Ｃ−２ 13:42 歯周病原性細菌Eikenella corrodensの溶血因子の解析
  ○山本美保子，松永哲郎，加藤昭夫，阿座上弘行
  （山口大・農）
Ｃ−３ 13:54 歯周病原性細菌Eikenella corrodensの菌体表層レクチンはポーリン様タンパク質であ

る
  松永哲郎，○倉重吉宏，山田和範，加藤昭夫，阿座上弘行
  （山口大・農）
Ｃ−４ 14:06 ラルストニア属細菌における異化抑制条件の検討
  ○鳥居英人1，矢部博敬2，原　啓文2，八田　貴2，滝沢　昇1

  （1岡山理大院・工，2岡山理大院・工）
Ｃ−５ 14:18 ChIP-chip解析を用いたロドコッカス属細菌の転写因子結合領域の同定
  ○愛宕祐基1，荒木直人2，下平　潤2，福田雅夫2，八田　貴1，原　啓文1

  （1岡山理大院・工，2長岡技科大院・工）

　座長　有賀 修（高知工大・環境理工），中島田 豊（広島大院・先端研）
Ｃ−６ 14:30 トリクロロエチレン分解細菌 Pseudomonas putida F1 株のトリクロロエチレンに対す

る正の走化性センサーの特定
  ○奥　正太，木下閣基，田島誉久，中島田　豊，加藤純一
  （広島大院・先端研）
Ｃ−７ 14:42 組み換えβ -アガラーゼの精製とその特性
  ○岡本直樹，有賀　修，久保　元，井上貴由
  （高知工大・環境理工）
Ｃ−８ 14:54 β -アガラーゼ遺伝子の枯草菌へのクローニング
  岡本直樹，○有賀　修，井上貴由
  （高知工大・環境理工）
Ｃ−９ 15:06 Cellvibrio sp. OA-2007由来のα -アガラーゼの精製
  岡本直樹，有賀　修，○播本奈央望
  （高知工大・環境理工）
Ｃ−10 15:18 Acidithiobacillus ferrooxidansのチオ硫酸酸化に関与する遺伝子の同定
  ○菊本愛生，金尾忠芳，高田　潤，上村一雄
  （岡山大院・自然科学）
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Ｄ会場（微生物）

　座長　上野 勝（広島大院・先端物質），三本木至宏（広島大院・生物圏）
Ｄ−１ 13:30 高度好塩性古細菌Haloarcula japonica TR-1の高塩濃度下でのピロリン酸分解活性測

定および反応熱測定
  ○若井　暁1，渋谷紀成2，城所俊一2，三本木至宏1

  （1広島大院・生物圏，2長岡技大・生物）
Ｄ−２ 13:42 シトクロムc’の生合成に関する研究
  ○藤井創太郎1，若井　暁2，政成美沙2，三本木至宏2

  （1広島大・生物生産，2広島大院・生物圏）
Ｄ−３ 13:54 大腸菌における生育限界温度領域での生存機構の解析
  ○石井あやな1，村田正之1，藤本博子1，西村香織1,高坂智之2，大島　拓3，小笠原直毅3，

山田　守1

  （1山口大院・医学系，2山口大・農，3奈良先端大院・情報科学）
Ｄ−４ 14:06 分裂酵母テロメア結合蛋白質Pot1とヘリケースRqh1の機能解析
  ○高橋克典，上野 勝
  （広島大院・先端物質）
Ｄ−５ 14:18 酵母のリボソーム生合成調節タンパク質Ebp2の核膜における機能
  ○矢吹友佳理1，嶋津京子2，堀籠智洋2,3，岡田貴文2，Susan Gasser3，水田啓子1,2

  （1広島大・生物生産，2広島大院・生物圏，3FMI（スイス））

　座長　田中直孝（香川大・農），秦野琢之（福山大・生命工）
Ｄ−６ 14:30 分裂酵母のERGIC様コンパートメントに局在するEmp43pの解析
  ○梨子木健人，鈴木章太郎，田淵光昭，田中直孝
  （香川大・農）
Ｄ−７ 14:42 分裂酵母のゴルジ体膜に局在するロンボイドプロテアーゼの機能解析
  ○東 玲那，渋谷大介，中井啓輔，田淵光昭，田中直孝
  （香川大・農）
Ｄ−８ 14:54 担子菌系酵母Cryptococcus sp. S-2 の新規アスパラギン酸プロテアーゼ（Cap1）に関

する研究
  ○饒　聖分1,2，水谷　治2，正木和夫2，後藤奈美1,2，家藤治幸1,2

  （1広大院・生物圏，2酒総研）
Ｄ−９ 15:06 Penicillium decumbensによる液体アルカンの生産
  ○村瀬奈美，松崎浩明，秦野琢之
  （福山大・生命工）
Ｄ−10 15:18 出芽酵母における染色体からのセントロメアDNAの切り出しによる細胞死の誘導
  ○宮本昭弘，柳本敏彰，秦野琢之，松崎浩明
  （福山大・生命工）
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黎明期－萌芽期を越えて
日本農芸化学会中四国支部長　山田　　守

　日本農芸化学会中四国支部創立10周年記念事業をこのように盛大に開催できることを衷心
よりお慶び申し上げます。

　顧みれば，多くの関係者のご尽力によって，それまでの幾多の支部創設の動きに決着をつ
け，2001年４月に晴れて全国７番目の支部として大きな第一歩を踏み出しました。おそらく，
それと同時に，歴史ある他支部に引けをとらない「活発な支部活動」の達成と「支部の特性
や独自性」の創成を求めて邁進する覚悟をされたものと推察されます。その覚悟はこれまで
の10年間の活動に刻まれ，支部ホームページにありますように，広島で開催された全国大会
をはじめ数々の合同支部大会，単独支部大会，例会など会員の皆様のご協力で総じて当初の
予想を大きく上回る出来映えであったと感じています。現在では会員も1,100人を越え，多く
の学生会員が加わる支部となっています。支部創設における多大なご努力を頂いた先輩諸先
生方に心より敬意を表しますと同時に，これまでの積極的な支部活動を頂いた会員諸先生方
に感謝申し上げます。
　さて，区切りを迎え次の10年に向けてあらたな気持ちで中四国支部の更なる発展と，ひい
ては日本の農芸化学分野の発展に貢献することを目指すことになります。日本農芸化学会は，
国内外におけるバイオサイエンス・バイオテクノロジーを中心とする多彩な科学領域をその
領分として，生命・食糧・環境に関する科学，技術，文化の創成あるいは発展に寄与してき
ております。中四国支部もその一翼を担うべく，弛まぬ活動を展開していくことになります。
そのためには若い新たな力が必要となります。本支部には多くの若手研究者が参加しており，
大いに活躍していただきたいと思います。また，これまで以上に支部会員や支部維持会員の
皆様方のご協力もお願いしなければなりません。
　支部創立10年を迎え，各県でその記念事業を2011年度あるいは2012年度に開催するように
計画しています。その手始めが今回の記念事業となりますが，それぞれの記念事業を活力に
変えて，ますます活気のある支部活動を展開できるよう祈念しています。

2011年４月７日　
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さらなる一歩を
前支部長　早川　　茂

　日本農芸化学会中四国支部の会員の皆さん。支部創立10周年を迎えるにあたり，中四国支
部会員の協力ならびに本部そして他支部の多大なるご支援により，この10年の中四国支部活
動が活発に行われましたことを心より感謝申し上げます。
　２年前の評議員会新旧昼食会の際に，｢中四国支部は創立９年目を迎え，小学生に例えれば，
やっと低学年生のやんちゃ坊主です。しかし，元気が取り柄の若手の活躍する支部です。｣
と挨拶させていただきました。その後，２年を経て，小学生高学年を迎え，ますます成長し
ていると感じているところです。
　思い起こせば，1995年夏に北海道大学で日本農芸化学会大会が行われた際に，支部設立に
ついての話し合いに参加したのが私自身の中四国支部活動の始まりでした。その前年（1994

年）に諸先輩方のご尽力により，中四国支部設立準備会が発足し，支部設立の機運が高まっ
てきました。それ以降，中四国支部設立の希望に関するアンケート活動，市民フォーラムの
開催による実績づくり，関西支部と西日本支部そして本部理事会への働きかけ，支部規約の
制定などを行い，2001年４月に支部が設立しました。中四国支部が設立できたのは，多くの
関係者の方々のご尽力とご支援の賜物によります。
　支部設立準備会の代表であった田中英彦先生から日本農芸化学会会長の荒井綜一先生に宛
てた支部設立趣意書（2000年７月８日）の中には，中四国９県に在住する農芸化学者が２つ
の支部に分かれて研究者間の交流や情報交換に困難をしていること，地域密着型の研究に障
害があること，国立大学法人化を迎えて研究環境が一層厳しくなること等々の解決課題があ
げられ，中四国支部を設立して若手会員を増加させ，学会としての生残りを目指して学会活
動を活性化させたいとの要望が示されています。また，中四国９県から委員を出して準備会
を設立し，市民フォーラムなどの講演活動を行い，中四国地域学会員へのアンケートでは殆
どの会員が新支部の設立を強く望んでいることが示されています。
　このような経緯で支部が設立され，支部事務局を２年ごとの各県持ち回りをしてきました。
これまである程度の困難はありましたが，支部会員の皆さんの強力な支援のもとで10年間活
発な支部活動を続けることができました。特に，若手会員が活躍できる学会活動の場として
活発かつ有意義な活動が展開されています。
　これまでの支部活動の経験と成果を生かして，今後の10年間そしてさらなる先を見通して，
支部活動のさらなる一歩を踏み出していきましょう。
中四国支部10周年記念事業を中四国支部会員の皆さんで大いに祝し合いましょう。

2011年４月15日　
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日本農芸化学会中四国支部のあゆみ
年月日 活動，支部講演会 全国大会，市民フォーラム，若手研究者シンポ

1994年４月 中四国支部設立準備会発足

1994年７月 中四国支部設立の希望に関するアンケート調査

1995年８月 日本農芸化学会1995年大会（北海道大学）において，中四国支部設立
についての話し合い

1995年11月～ 関西支部，西日本支部への中四国支部設立の働きかけ

1997年５月
～ 2000年６月

中四国ブロック市民フォーラム開催
第１回　岡山大学（食の科学）1997年5月24日　
第２回　山口大学（遺伝子組換え植物の現状と将来）1997年12月12日
第３回　島根大学（｢いのち｣ と ｢食｣ を考える）1998年5月23日
第４回　高知女子大学（食と健康）1998年10月11日
第５回　鳥取県民文化会館（環境とバイオ）1999年5月22日　
第６回　広島大学（環境保全とバイオテクノロジー）2000年6月3日
第７回　愛媛大学（食とバイオテクノロジー）2000年11月11日　

2000年７月 関西支部，西日本支部が支部評議員会において中四国支部設立を了承

2000年７月８日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 17名参加

2000年11月24日 全国評議員会で中四国支部設立承認

2000年12月９日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 26名参加

2001年４月21日 中四国支部設立総会（岡山ロイヤルホテル）100名参加

2001年４月
～ 2003年３月
事務局：岡山

第１回講演会（支部大会）　岡山大学　2001年10月12日−13日
第２回講演会（支部例会）　香川大学　2002年1月26日
第３回講演会（支部例会）　岡山県立大学　2002年5月25日
第４回講演会（支部大会）　島根大学　2002年9月19日−20日
第５回講演会（支部例会）　高知大学　2003年1月25日

第１回市民フォーラム　岡山大学　2001年4月21日
第２回市民フォーラム　島根大学　2002年9月21日
第３回市民フォーラム　福山大学　2002年11月30日　
若手研究者シンポ　島根大学　2002年9月20日
若手研究者シンポ　徳島大学　2002年10月22日

2003年４月
～ 2005年３月
事務局：広島

第６回講演会（支部例会）　広島大学　2003年5月31日
第７回講演会（支部大会）　鹿児島大学　2003年9月19日−20日
第８回講演会（支部例会）　愛媛大学　2004年1月24日
第９回講演会（支部例会）　鳥取大学　2004年6月12日
第10回講演会（支部大会）　徳島大学　2004年9月17日−18日
第11回講演会（支部例会）　岡山大学　2005年1月22日

全国大会2004年度　広島大学　2004年3月28日−31日
第４回市民フォーラム　香川大学　2003年11月8日　
第５回市民フォーラム　山口大学　2004年11月3日
若手研究者シンポ　岡山大学　2003年6月14日
若手研究者シンポ　広島大学　2003年8月2日
若手研究者シンポ　鳥取大学　2004年6月11日
若手研究者シンポ　広島大学　2004年10月27日

2005年４月
～ 2007年３月
事務局：愛媛

第12回講演会（支部例会）　山口大学　2005年5月21日
第13回講演会（支部大会）　大阪大学　2005年9月30日−10月1日
第14回講演会（支部例会）　福山大学　2006年1月28日
第15回講演会（支部例会）　島根大学　2006年5月13日
第16回講演会（支部大会）　愛媛大学　2006年9月15日−16日
第17回講演会（支部例会）　香川大学　2007年1月27日

第６回市民フォーラム　酒類総研　2005年10月6日
第７回市民フォーラム　林原生物化学研　2006年9月2日
第８回市民フォーラム　山口大学　2007年2月3日
第９回市民フォーラム　米子コンベンションセンター　2007
年3月17日
若手研究者シンポ　山口大学　2005年5月20日
若手研究者シンポ　岡山大学　2006年12月9日−10日

2007年４月
～ 2009年３月
事務局：鳥取

第18回講演会（支部例会）　県立広島大学　2007年5月12日
第19回講演会（支部大会）　山口大学　2007年9月14日−15日
第20回講演会（支部例会）　徳島大学　2008年1月26日
第21回講演会（支部例会）　岡山理科大学　2008年5月24日
第22回講演会（支部大会）　鳥取大学　2008年9月12日−13日
第23回講演会（支部例会）　高知大学　2009年1月24日

第10回市民フォーラム　高知市文化プラザ　2007年9月22日
第11回市民フォーラム　徳島大学　2008年12月6日
若手研究者シンポ　岡山大学　2008年5月23日−24日

2009年４月
～ 2011年３月
事務局：香川

第24回講演会（支部例会）　島根大学　2009年5月23日
第25回講演会（支部大会）　琉球大学　2009年10月30日−31日
第26回講演会（支部例会）　愛媛大学　2010年1月23日
第27回講演会（支部例会）　広島大学　2010年6月5日
第28回講演会（支部大会）　香川大学　2010年9月24日−25日
第29回講演会（支部例会）　徳島大学　2011年1月22日

第12回市民フォーラム　鳥取県立生涯学習センター　2009年
11月7日
第13回市民フォーラム　愛媛大学　2010年10月2日
若手研究者シンポ　岡山大学　2009年5月8日−9日
若手研究者シンポ　岡山大学　2010年5月7日−8日

2011年４月
～ 2013年３月
事務局：山口

第30回講演会（支部例会）　岡山大学　2011年5月21日
第31回講演会（支部大会）　宮崎大学　2011年9月16日−17日
第32回講演会（支部例会）　鳥取大学　2012年1月
第33回講演会（支部例会）　愛媛大学　2012年
第34回講演会（支部大会）　山口大学　2012年
第35回講演会（支部例会）　高知大学　2013年

第14回市民フォーラム　岡山大学　2011年5月21日
第15回市民フォーラム　島根大学　2011年10月11日
第16回市民フォーラム　鳥取大学　2012年1月　
第17回市民フォーラム　香川大学　2012年　
第18回市民フォーラム　高知大学　2012年　
若手研究者シンポ　岡山大学　2011年5月20日−21日

2013年４月
～ 2015年３月
事務局：岡山

第36回講演会（支部例会）　島根大学　2013年
第37回講演会（支部大会）　広島大学　2013年
第38回講演会（支部例会）　香川大学　2014年　
第39回講演会（支部例会）　広島大学　2014年
第40回講演会（支部大会）　徳島大学　2014年
第41回講演会（支部例会）　山口大学　2015年

第19回市民フォーラム　山口大学　2013年　

全国大会2015年度　岡山大学　2015年3月
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【参考資料】

日本農芸化学会
会長　荒井綜一殿

中四国支部設立趣意書

　中四国９県（岡山，広島，山口，島根，鳥取，香川，徳島，高知，愛媛）に在住する農芸
化学者は，現在関西ならびに西日本支部に分れて活動している。こうした分断された状況は，
中四国の研究者間の交流を困難にし，また新しい研究者を掘り起こし，地域密着型の研究を
行う際の障害となっている。またこの地域には二つの農学系連合大学院（鳥取大学，愛媛大学）
があり，両連合大学院参加校の研究者は両支部に分れており，研究者間の情報交換が難しく，
困惑している状態である。こうした状況を打開するため，中四国地域の国立大学と公私立大
学から委員を選出し，中四国支部設立準備会を設立し，市民フォーラムなどの講演活動を積
極的に行ってきた。日本農芸化学会の会員数が減少する中で，今後さらに独法化を控え研究
環境が一層厳しくなるのは必至と認識している。我々としては中四国支部を設立することに
より，特に若手会員を増加させ，学会としての生き残りを目指して，学会活動を活性化させ
たいと考えている。また他の主要な学会には既に中四国支部があり，活発かつ有意義な活動
が展開されている。主要学会で中四国支部がないのは農芸化学会だけとう状況である。先般
行った中四国地域学会員に対するアンケートの結果でも，殆どの会員が新支部の設立を強く
希望している。
　以上のような状況を勘案し，ここに中四国支部の設立を発起したいと考える。

2000年７月８日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中四国支部設立準備会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　岡山大学農学部教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田 中  英 彦
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受賞講演１　ゴマの生産するプレニルキノン類に関する生物有機化学的研究
香川大農学部　古本　敏夫

　ゴマ（胡麻）は，ゴマ科（Pedaliaceae）ゴマ属（Sesamum）に属する一年生の草本で，
熱帯アフリカのサバンナ地帯が発祥地と考えられている。ゴマ属としては，約45種が知られ
ているが，そのほとんどが野生種で，いくつかの例外を除いてS. indicum L.のみが栽培種で
あり，品種や系統が世界中で約3,000種存在するといわれている。熱帯から温帯地域で栽培さ
れていて，その種子が食品として利用されている。5,000 ～ 6,000年以上の歴史をもつ最古の
栽培油糧植物であるが，油としての価値だけでなく，古くから「健康に良い食品」「食べる薬」
として信じられていて，世界中で重宝されてきた植物である。
　ゴマ種子の一般成分としては，油糧種子であるため脂質が50％以上含まれていて，タンパ
ク質が約20％，炭水化物が約18％である。近年，ゴマ種子に含まれるセサミンなどのリグナ
ン類が注目され，活発な科学的研究が行われている。しかしながら，ゴマリグナン類を除く
その他の二次代謝産物に関する研究は非常に少なく，さらに可食部である種子以外の部位に
関する成分研究もあまり行われてこなかった。数少ない研究報告の中で，野生ゴマの一種（S. 

angolense）の根および栽培ゴマ（S. indicum）の根と毛状根に含まれる抗菌性成分として，
ジメチルアリル側鎖を持つナフトキノン類（2,3-epoxysesamone）の存在が示された。また，
ゴマ毛状根がこの抗菌性ナフトキノン類と共に，C6 側鎖を持つアントラキノン類（MPAQ，
(E)-MPDEAQ）も生産することが報告された。そこでゴマ根抽出物からさらなるゴマキノン
類関連化合物の探索を試みたところ，上記キノン類と同一の炭素骨格を有する7種の新規ナフ
トキノン類（chlorosesamone，hydroxysesamone）およびアントラキノン類（anthrasesamones 

A–E）が得られた。また，ゴマ毛状根からアントラキノン類（(E)-MPDEAQ）のシス体が得
られ，このシス体の光異性化反応によって既知のトランス体が生成されることを明らかにし
た。さらに最近，Kim と Park により黒ゴマ種子成分として新たなアントラキノン類

（anthrasesamone F）が報告された。一般的にキノン類はさまざまな生理的・化学的特性およ
び用途を有していることから，今後これらゴマキノン類の役割や生理作用等について解明し
ていくことが必要である。
　一方，これらゴマキノン類は，構造が類似しているポリプレニル側鎖を持つナフトキノン
のビタミンKやC6側鎖を持つナフトキノンのシコニンなど他のキノン類の生合成経路との比
較から，ナフタレン（ナフトキノン）骨格へのプレニル化（ジメチルアリル基またはゲラニ
ル基）により生成されると推定されたが，未解明であった。まず，アントラキノン類の推定
中間体であるゲラニルナフトキノンが毛状根中に存在することを明らかにした。また， 13C標
識グルコースを用いた投与実験により，ゴマナフトキノン類の生合成起源がナフトキノン環
部分はシキミ酸経路由来，プレニル側鎖部分はメチルエリトリトールリン酸経路由来である
こと，さらにアントラキノン類（MPAQ）とゲラニルナフトキノンの標識パターンが同一で
あることが判明した。
　本講演では，これまでに得られたゴマのプレニルキノン類に関する研究成果等を報告する。
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受賞講演２　酢酸の代謝と酢酸が脂質代謝に及ぼす影響に関する研究
岡山県立大学保健福祉学部栄養学科　山下　広美

　演者らはこれまで，肝臓における絶食時の脂肪酸代謝ならびに高炭水化物食摂食時の肝臓
における脂肪合成についての基礎研究を行なってきた。その過程で空腹時の肝臓では脂肪酸
の酸化分解によりケトン体と共に酢酸が生成され，生成された酢酸はエネルギー源として利
用されることを示してきた。
　本研究では，肝臓における酢酸の生成が脂肪酸のβ酸化が亢進する条件下で増加し，また
同条件下で生成された酢酸は肝臓ではほとんど利用されず肝外組織，特に心筋で促進するこ
とを示した。
　一方，外因性の酢酸が脂肪代謝にどのような影響を及ぼすかについて，これまで詳細は不
明であった。そこで本研究では，酢酸を摂取した場合の，肝臓，骨格筋および脂肪組織の脂
肪代謝に及ぼす影響について検討した。肥満と2型糖尿病を併発する病態モデル動物（OLETF

ラット）に酢酸を継続して投与すると体重増加量および腹腔内脂肪量は低下し，また脂肪肝
が改善した。さらに血糖値，血中の中性脂肪およびコレステロール値は低下し，高インスリ
ン血漿および耐糖能が改善された。動物に経口投与した酢酸は速やかに血中に移行し組織に
吸収された。このとき血中酢酸濃度は投与した酢酸量に依存した。また酢酸摂取に伴い肝臓
および骨格筋において，酢酸代謝の指標となるAMP濃度が上昇し，fuel guage（燃料ゲージ）
センサーの作用をもつとされるAMPキナーゼ（AMPK）がリン酸化され活性化されることが
わかった。また肝臓における脂肪合成関連酵素（ACC，FAS，G6PD，ME，L-PK 等）の
mRNA発現量が酢酸摂取により低下した。これより，酢酸を摂取すると，肝臓のAMP/ATP

比が増加しAMPKを活性化させると共に脂肪合成酵素遺伝子の発現低下を生じさせ，脂肪合
成の抑制と脂肪蓄積の減少をもたらすことが示唆された。一方，酢酸摂取により動物個体の
酸素消費量が増加し，骨格筋においてはミオグロビンおよびGLUT4mRNAの発現増加が見ら
れた。経口投与した酢酸は，投与数分後をピークにして骨格筋内で代謝されその指標となる
AMPの増加およびAMP/ATP比を増加させ，同時に骨格筋におけるAMPKのリン酸化を増加
させた。これらの結果から，骨格筋においても酢酸が作用しAMPKの活性化を介して脂肪酸
代謝の促進および糖の取り込みが増加すると示唆された。酢酸を摂取したOLETFラットの白
色脂肪組織および褐色脂肪組織では脂肪酸の酸化分解関連遺伝子の発現増加，および脂肪滴
肥大化の抑制が見られた。
　以上の研究結果より，酢酸を摂取すると吸収された酢酸は組織内でAMPKを活性化し，脂
肪合成の低下と脂肪代謝の促進により内臓脂肪蓄積を低下させ，その結果肥満を抑制し耐糖
能を改善することが示された。
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古くて新しい微生物「酵母」の話
広島大学名誉教授　宮川　都吉

（１）有用微生物としての伝統的な酵母像
　酵母と総称される微生物の中でもSaccharomyces cerevisiae（ここでは単に「酵母」と呼
びます）が特に有名で，各種の酒やパンを作るのに利用される有用微生物です。人類と酵母
の付き合いの歴史は古く，酒と呼ばれるアルコール飲料ができたのは，早い所では今から約
1万年前の新石器時代に入った頃といわれます。パンもメソポタミア地方で約6000年前に作
りだされたといわれます。顕微鏡を発明したオランダのレーウェンフックは1665年頃に身の
回りの試料に含まれる微生物を観察し，ワイン発酵液に多数の微生物が含まれることを報告
しています。ブドウ汁からワインができる過程が単に化学反応によるものか，あるいは生物
学的作用によるものかで多数の研究者を巻き込んだ論争がおこり，フランスのパスツールが
1860年頃に発酵は酵母の働きによって起こることを示してこの論争に決着をつけたことは有
名な話です。今日では，酵母は日本酒，ビール，ワインなどあらゆる種類の酒およびパンの
製造に使われる有用微生物の代表格です。最近は伝統的な利用法以外にも，遺伝子操作を施
した酵母による有用たんぱく質生産やバイオエタノール（生物資源由来の石油代替燃料）の
生産が行われています。

（２）生命の仕組みを解くモデル生物としての酵母像
　このように産業において重要な酵母は早くから世界的に研究され，生物としての酵母の理
解が深まると共に，1980年代になると色々な生物において遺伝子レベルの研究が進んだ結果，
酵母は生命現象を研究するうえで恰好の「モデル生物」と考えられるようになりました。こ
れは主には次のような理由によります。この地球上に住むあらゆる生物は，細胞内に「核」
と呼ばれる構造体を持つか持たないかで二つに大別されます。核を持たない原核生物は細菌

（バクテリア）類を，核を持つ真核生物は動物，植物のほか酵母などの菌類を包含し，真核
生物の仲間は単細胞から多細胞へとわたり多様です。このため，単細胞生物である酵母はヒ
トのような高等な生物の細胞とも複雑な基本構造のみならず細胞を構成する要素（たんぱく
質など）の働きが驚くほど類似していることが次々明らかにされました。これに加え，酵母
は微生物であるため実験がし易いなどの研究上の利点により，世界中の多くの研究者が精力
的に酵母の研究を行い，酵母で得られた成果を高等生物に応用する一方で，高等生物で得ら
れた成果を酵母に戻して研究するようになりました。また酵母を一種の試験官のように利用
してヒトのたんぱく質の働きを酵母で調べることもできるようになりました。こうして酵母
を利用する研究から，ヒトのがん，遺伝病や老化の理解が深まり，酵母は生命科学や医学の
研究に大きな貢献をできるようになりました。
　この市民フォーラムではこのような酵母の特徴を解説するとともに，時間が許せば，酵母
の特性を利用して医薬探索を行っている私たちの研究について紹介しようと思います。


